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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
シロアリの社会組織化に関わるシグナル分子伝達機構の解明に向けて、フェロモン分子の同定など一

部が計画どおり進んでいないが、カースト分化に関わる発生プロセス及びカースト特異的外分泌因子の

解析に関して着実に研究が進展し、ソルジャーの在／不在によるワーカーの可塑的行動の発見など期待

以上に進んでいる部分も見受けられる。また、当初の研究目的に加えて、次世代シーケンサーを用いた

EST 解析及び RNA-seq 解析も成果を挙げつつある。2011 年にこのテーマで受賞していることからも研

究成果が高く評価されていることがわかる。今後、トランスクリプトーム解析で遺伝子の特定に至る可

能性もあり、時間と資金の配分に留意して、当初の目的にかなう大きな成果を挙げることを期待する。 

検証結果   本研究は、シグナル分子（ホルモン、フェロモン）による個体調節からシロアリの社会

の組織化を解明しようとする意欲的な研究である。カースト分化に伴う発生プロセスの改

変、カースト特異的外分泌腺因子の網羅的解析、フェロモン分子の機能解析、カースト分

化・社会進化のモデル構築の各研究項目は一定の成果を上げているが、フェロモンの同定

と機能解析等、いくつかの研究で重要な知見がまだ示唆の段階となっている。今後の論文

発表によって研究成果をより社会的に周知させることを期待する。 
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